
 

I. 合格力アップにつながる学習スタイルを確立しよう。 
国語、数学、英語の３教科について、合格力アップにつながる学習スタイルをま
とめました。下記を参考にして学習に取り組んでみましょう。 

 
国語  古典の学習は、授業を中心に取り組もう 
＜受験生の古典の学習＞ 
① 予習で不明点を発見…初見の文章への対応力を磨きつつ、不明点を洗い出す。 
② 授業で不明点を解決…先生の説明を聞き、ポイントをノートに書き留める。 
③ 復習・宿題で定着…宿題でわからなかったところを繰り返し復習し、定着させる。 
④ 定期テストで力試し…定期テストで力試しし、間違えた箇所は再度復習する。 

 
 
 

 
数学  復習にしっかり取り組み、苦手分野をつぶそう 
＜受験生の復習＆宿題＞ 
① 苦手分野をつぶす …ノートの見直しや問題演習で、苦手分野に取り組む。 
② 復習と宿題で基礎固め …授業内容は入試の基礎。 
③ わからなかった問題は先生に質問する。 

 
 
 
 

 
英語  授業内容を理解しただけで終わらない。
人の脳は１回覚えてもすぐ忘れる。復習の回数
を多くとることで、確かな力になっていく。 
① 語彙学習はエンドレス。 
② 文法がわかっていないと、伸びない。 
③ 長文について 

 語彙と文法は長文読解の基本中の基本。 
 wpmを意識して読む。 
 文章中で出てきた語句は 100％覚えよう
とする意気込みが大事。 

 
II. 受験スケジュールを確認して学習計画をたてよう。 

各時期の受験勉強のポイント 

～６月 基礎力養成期 
自分の実力を客観的に見つめ、これまでの学習事項で理解が不十分な箇所
を把握しよう。弱点分野の克服を進めながら、履修中の学習範囲について
は、確実に理解していくようにしよう。 

７・８月 基礎力完成期 
時間のある夏休みは、苦手克服にじっくり取り組む最後のチャンス。教科書などで弱点
分野を徹底的に復習し、基礎力を完成させよう。過去問にも挑戦しよう。 

秋～年末 
実戦力養成期 

学校推薦型入試受験期 
基礎力を土台に、この時期からは問題演習などの本格的な受験勉強を開始
します。過去問題などに取り組むことで、入試問題を解く力を高めていきます。 

年明け 一般選抜直前期 
一般選抜で確実に得点する力を養成する時期です。新しいことに手を出すよ
りも、今まで学習したことを何度もやり直し、確実に定着させていくことが大切
です。 

吹田東高校 46期生 ３年生進路だより  No.３ 
～「受験生」の勉強スタイルに切り替えよう～ 2021/05/06 

77.1％ 

＜解けない問題はどこが不明かを明ら

かにする＞と答えた大学合格者の割合 

55.4％ 

＜予習・復習・宿題など授業中心の自主学習

をしている＞と答えた大学合格者の割合 

 

ポイント１: 大学合格者の約６割が授業中心の勉強をしていま

す。入試攻略のベースは、授業理解だ！ 

 

 

ポイント２: 入試問題は、授業内容が基礎。宿題や復習は手
を抜かない。また、「どこがわからないのか」を明らかにするよ
う心がけよう！ 

＜大学合格者の長文の読み方＞ 

接続詞や指示語を
意識して読解する 

78.3

％ 

文全体の筆者の
主張を捉える 

63.8

％ 

前後の文脈から語句の
意味を推測する 

60.7

ポイント３: 授業で扱った文章は必ず音読して、頭に英文を定着させる。頭にいくつ英文を入れるかが
大事。この訓練を続けていくと、英語の語順で意味がわかるようになってくる。 
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III. 先輩からのエール 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

IV. 当面の予定 

5/5 水 中間考査２週間前 5/26 水 結団式 

５/６ 木 体育祭メンバー確定 5/29 土 進研模試（校内開催） 

5/1１ 火 専門学校説明会 5/30 日 従来型英語検定(一次) 

５/13 木 スタサポ返却予定 ５/３１ 月 スカラネット入力締切（一次） 

５/１９ 

～5/２5 

水 

～火 

中間考査 6/８ 火 体育祭 

６/９ 水 奨学金書類提出締切（一次） 

 

※先輩からのメッセージは役に立つアドバイス満載です。シリーズにして、これからも載せていく予定です。

志望大学に合格した先輩からのメッセージに共通していることは・・・ 

① 受験勉強のスタートは早いほうがよい。 

② 自分の学習スタイルと学習習慣を確立する。平日は３～４時間、休日は 8時間以上。 

③ 授業にしっかり取り組む。受験勉強と授業は別物ではない。 

④ 問題集をできるまで繰り返しやる。 

⑤ 外部模試を受けて、できなかったところを復習する。また、自分の位置を知り、今後の作戦を立てる。 

⑥ 分からないところをそのままにしておかない。 

⑦ 自分の志望校目指して、へこたれずに頑張る。 

⑧ 進路指導室や先生を利用しよう。 

[関西学院大学社会学部] 

私が本格的に受験勉強を始めようと考えたときに、着実に知識を定着させるために取り組んだ

ことがいくつかあります。 

まず初めに参考書や問題集は最低限に絞りました。私は学校で配布されたテキストを最大限活

用しました。定期テストでどのくらい知識が定着しているかも確認できるのでお勧めします。他のテ

キストを使う場合でも、同じものを何度も文章を覚えてしまうくらい繰り返し利用することが合格へ

の近道です。 

次に、模試を受けた際には判定より内容を重視しました。判定を見て一喜一憂することは一瞬で

充分です。できた所、出来なかったところをしっかり確認して、自分の苦手の穴は着実に埋めていく

ことが大切です。実際私は志望校の判定ではだいたいＥの最低評価、良くてＤが一度ついただけ

でした。 

最後に眠たいときは寝ました。眠たいけど焦りがあるからとにかく必死に机に向かっているみた

いなこと、結構受験生にはありがちだと思います。私も実際最後の一ヶ月まではそうでした。でも、

眠気に負けないように勉強しても、結局意味はほとんどありません。その日の夜に出来なかった分

は、次の日の朝に繰り越せばいいのです。朝が弱くても、習慣にしてしまえば苦ではありません。私

はこの習慣をもっと早くからつけておけば良かったと思っています。 

受験は「我慢比べ」であると私は思います。自分の周囲のあらゆる誘惑とか、心の中の焦りとい

うのは、絶対誰にでもあるものです。合格の可能性は、それらに自分がどれだけ耐えられるかによっ

て少なからず左右されると思います。周りの受験生とではなく、自分との勝負です。ここで伝えたこ

とが少しでも役に立てばと思います。 

 


